
第二十二期自衛官候補生入隊式に参列
し
た
。

若
い
新
隊
員
の
皆
さ
ん
の
き
び
き
び
と
し
た
動
作
を
拝
見

式
典
に
参
列
し
た
埼
玉
地
方
協
力
本
部
長
の
山
下
一
等

減
し
て
い
る
状
況
の
中
、
今
回
初
め
て
の
参
加
と
な
っ
た
。

行
わ
れ
た
、
第
二
十
二
期
自
衛
官
候
補
生
入
隊
式
に
参
列

族
の
式
典
へ
の
参
加
は
見
送
ら
れ
た
も
の
の
、
全
国
各
地

自
衛
官
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

し
、
今
回
残
念
な
が
ら
参
加
で
き
な
か
っ
た
ご
両
親
に
代

く
、
引
き
続
き
募
集
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
。」
と
し
て

い
る
。

年
十
二
月
一
日(

火)

航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地
に
お
い
て

か
ら
航
空
自
衛
官
を
志
し
集
っ
た
約
一
四
〇
名
（
内
、
埼

現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
急
増
に
鑑
み
、
ご
家

玉
地
本
か
ら
三
名
）
の
隊
員
が
服
務
の
宣
誓
等
を
行
い
、

空
佐
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
行
事
の
参
列
者
を
極
力
縮

わ
り
、
彼
ら
の
今
後
の
活
躍
を
心
の
中
で
祈
念
し
た
。」

埼
玉
地
本
は
、「
今
後
も
入
隊
者
や
そ
の
家
族
と
の
繋

と
思
い
を
語
っ
た
。

が
り
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
自
衛
隊
を

担
う
若
者
を
一
人
で
も
多
く
埼
玉
地
本
か
ら
送
り
出
す
べ

埼玉地本、ＫＴＣおおぞら高等学院で説明会を開催
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
関
す
る
就
職
説
明
会
を
実

以
下
３
名
か
ら
、
自
衛
隊
の
任
務
、
職
種
に
つ

教
諭
４
名
も
参
加
し
た
。

同
地
本
入
間
地
域
事
務
所
長
菅
原
１
等
空
尉

ぞ
ら
高
等
学
院
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

の
授
業
計
画
担
当
よ
り
「
な
り
た
い
大
人
に
な

生
６
名
、
３
年
生
３
名
の
計
１
４
名
の
ほ
か
、

い
て
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
の

同
地
域
事
務
所
で
は
今
後
も
高
校
、
専
門
学

体
験
し
て
も
ら
う
機
会
を
創
出
し
て
い
き
た
い

佐
）
は
、
１
１
月
１
８
日
（
水
）、Ｋ
Ｔ
Ｃ
お
お

る
た
め
の
授
業
」
を
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
を
受

施
し
た
。
こ
の
説
明
会
は
、
埼
玉
地
本
が
学
院

け
て
実
現
し
た
も
の
で
、
１
年
生
５
名
、
２
年

活
動
に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、
個
人
装
備
品

等
を
行
い
、
職
業
と
し
て
の
自
衛
官
を
身
近
に

の
着
用
体
験
、
毛
布
を
使
っ
た
患
者
搬
送
要
領

体
験
し
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ
た
。

防衛大臣及び陸上幕僚長感謝状を伝達

埼
玉
地
方
協
力
本
部
長
（
山
下
１
空
佐
）
は
、
令
和
二

埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

山
下
１
空

衛
官
等
の
雇
用
に
ご
協
力
い
た
だ

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

幕
僚
長
感
謝
状
を
、
そ
れ
ぞ
れ
防

伝
達
・
贈
呈
し
た
。

年
十
二
月
二
日
（
水
）、
予
備
自

会
社
」
に
対
し
て
防
衛
大
臣
感
謝

会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行
」
に
陸
上

中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
下

山
下
真
司
一
等
空
佐
）
は
令
和
二

状
を
、
退
職
自
衛
官
の
再
就
職
に

い
て
い
る
「
日
動
警
備
埼
玉
株
式

埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
株
式

衛
大
臣
、
陸
上
幕
僚
長
に
代
わ
り

と
な
っ
た
。

立
以
来
こ
れ
ま
で
常
に
予
備
自
衛

さ
れ
た
「
日
動
警
備
埼
玉
株
式
会

校
、
大
学
に
赴
き
、
職
業
と
し
て
の
自
衛
官
を

と
し
て
い
る
。

い
た
だ
い
て
お
り
、
山
下
本
部
長

と
予
備
自
衛
官
等
制
度
の
理
解
促

的
基
盤
の
更
な
る
強
化
に
努
め
て

り
そ
な
銀
行
」
は
過
去
十
年
間
に

へ
の
格
別
の
ご
支
援
に
対
し
て
改

職
自
衛
官
採
用
の
有
益
性
の
広
報

ま
た
、
陸
上
幕
僚
長
か
ら
感
謝
状

め
て
謝
辞
を
申
し
上
げ
た
。

は
両
社
か
ら
の
防
衛
省
・
自
衛
隊

在
も
予
備
自
衛
官
二
名
、
即
応
予

埼
玉
地
本
で
は
引
き
続
き
、
退

進
を
図
り
、
防
衛
力
を
支
え
る
人

ま
い
り
ま
す
。

ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

防
衛
大
臣
感
謝
状
及
び
陸
上
幕
僚

本
部
長
が
直
接
訪
問
し
て
の
贈
呈

長
感
謝
状
の
い
ず
れ
も
贈
呈
式
が

備
自
衛
官
二
名
が
在
籍
中
で
あ
る
。

官
等
を
雇
用
し
て
い
た
だ
き
、
現

定
年
退
職
自
衛
官
十
七
名
を
採
用

社
」
は
平
成
二
十
三
年
の
会
社
設

を
贈
呈
さ
れ
た
「
株
式
会
社
埼
玉

防
衛
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈


